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新技術の概要
長鎖ＤＮＡ合成において、非天然核酸塩基を利用することに
よって、最も多く見られる変異であるグアノシンからアデノシ
ンへの変異の発生確率を１０分の１又はそれ以下に低減した

・本発明は、正確性の高い長鎖核酸（特にＤＮＡ）を合成するための方法を提
供すること目的とする

・ホスホロアミダイト法に基づく核酸の化学合成において、（ｉ）非天然核酸
塩基を有するヌクレオシド－３’－Ｏ－ホスホロアミダイト誘導体、又は（ｉ
ｉ）非天然核酸塩基を有するヌクレオシド－３’－Ｏ－ホスホロアミダイト誘
導体及び天然核酸塩基を有するヌクレオシド－３’－Ｏ－ホスホロアミダイト
誘導体を用いることを含む、長鎖核酸を合成する方法が提供される

• 非天然核酸塩基を利用した核酸合成法を提供する
ことにより、変異を低減させた長鎖核酸を提供す
ることができる

非天然塩基を利用した長鎖ＤＮＡ合成
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・ クローニングとシーケンス解析による
クローンの選別での純度向上

本技術 変異の発生を抑える方法
DNA化学合成での合成エラーの発生
そのものを阻害する方法
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微量な副反応を
次世代シーケンサーで
解析する系の構築

副反応の生成条件を
反応条件依存性
より推定
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合成ユニットの設計
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の不安定化
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生成プロセスを推定
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